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令和7年度第1回刈谷市都市計画審議会 議事録 

 

1 開催日時 

令和7年11月7日（金）午後1時30分～午後2時40分 

刈谷市社会教育センター 401研修室 

 

2 出席委員 

瀬口哲夫（会長）、加藤英樹、加藤彰夫、早川孝二、鈴木勝之、細井真司、神谷昌宏、

鈴木正人、加藤幹樹、武藤美智代、鈴木定晴、城内志津、外山鉱一、吉玉康弘、髙橋秀

直、近藤香代子 

 

3 欠席委員 

  磯部友彦、神谷清 

 

4 市関係職員 

  都市政策部長、まちづくり推進課長、企業立地推進室長、担当職員6名 

 

5 傍聴者 

  1名 

 

6 議題 

議案第1号 西三河都市計画地区計画の決定（刈谷市決定） 

議案第2号 西三河都市計画生産緑地地区の変更（刈谷市決定） 

 

7 会議内容 

  開会 

新任委員紹介（鈴木正人、武藤美智代、鈴木定晴、城内志津、吉玉康弘、髙橋秀直、神

谷清（欠席）、近藤香代子） 

会長挨拶 

   議事録の公表について 

・刈谷市附属機関等の会議の公開に関する指針に基づき、刈谷市ホームページにおい

て一般公開 

審議会成立条件の報告 
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・18名の委員のうち、16名が出席 

・刈谷市都市計画審議会条例第7条第3項に基づき「委員の半数以上」の出席であるた

め、審議会は成立 

会議録署名者の指名 

・会議録署名者 近藤香代子委員 

 

  議案審議 

  （1）議案第1号 西三河都市計画地区計画の決定（刈谷市決定） 

     議長（瀬口会長）が議案についての説明を求める。事務局（まちづくり推進課）

が提出した資料に基づき、まちづくり推進課長より説明、以下のとおり質疑が行わ

れた。 

細井委員 先ほど瀬口会長のご挨拶で、都市の持続的成長には産業

の力と都市空間の力が必要であると言われました。そこで

私の意見ですが、都市空間の力として緑地の充実を図って

いただき、次世代のあるべき産業と都市空間の融合のよう

な、シンボリックな形にしていただきたいなと思います。 

瀬口会長 要するに緑地と言っても、刈谷市ではあまり見かけない

ですが、緑がなく土地だけになってしまっているところも

あるような気がします。したがってその緑地の内容につい

てのご意見ですが、事務局から何かありますか。 

各務まちづくり推進課長 決定事項としては先行開発と同じように企業庁で契約を

することが決まっています。その中で、企業庁が一括で、

工事を発注しますので、基本的にどのような樹木を植える

かはわかりませんが、１㎡あたりの植樹の基準として、①

高木２本以上、②低木６本以上、③高木１本と低木３本以

上の３つの中から選択するという決まりがあります。どの

ような樹木を植えるか確認する必要があるとは思います

が、いずれにしても企業庁による一括発注で整備した緑地

を各企業に買っていただくことになるため、統一感を求め

るのであれば企業庁と調整も可能だと思います。 

瀬口会長 企業庁に丸投げということはないわけだから、地区計画

に合致しているかどうかは、市の方に相談がありますよ

ね。その際に、今の緑地の内容について、県のレベルで高

木の本数は定めてあるとすると、例えば市の方で、全体と

して高木の種類は同じにしたいとか、あるいは高木は東京

都がやっているように、在来種にしてくれ、外来種はない
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ようにしてくれというような方針を持って、刈谷市の風景

というか良好な景観形成に努めてほしいというご意見だ

と、勝手に解釈しました。そういうことをぜひお願いした

いと思います。 

清水都市政策部長 地区計画なのでこのエリアの中だけの話をすると、各務

まちづくり推進課長の説明した通りなのですが、この地区

の北側にはフローラルガーデンよさみが隣接しています。

こちらも今後整備をしていきたいという思いが公園部局は

あるようですし、緑を充実させていきたいと思っておりま

すので、この市街地と工業地の緩衝も併せて、緑豊かな地

域になってくれるといいなと期待しております。 

加藤彰夫委員 先行地区の緑地帯は既にできておりますが、現状をご覧

になったことがありますでしょうか。ほとんど枯れており

ます。緑地帯ですから、今頃だったら、少し大きくなっ

て、会社の方はあんまり見えなくなってくる時期だと思う

のですが、かなり枯れていて丸見えです。緑地の意味がな

いのではないかなと思うので、先行地区の反省点を踏まえ

て、２期ではちゃんと育つような、先ほど瀬口会長が言わ

れた在来種とか、そういう形でもいいのですが、ちゃんと

緑地帯になるようにお願いしたいという意見です。 

瀬口会長 高木が枯れている原因は分かりますか。普通はなかなか

枯れないし、枯れたら造園屋さんが植え直すというのが原

則かと思いますがどうですか。 

髙橋企業立地推進室長 先行開発区域の周辺10ｍに設定してある緑地の樹木の

内、大部分が枯れていることを私たちも承知しておりま

す。当初の契約で、枯れた場合については植え替えるとい

うことで、１回目の植え替えは完了して、現在に至りま

す。今枯れているものにつきましても、同様に高木を植え

直していただいて、緑地を確保していただくということを

お願いしていく必要があるかと思っております。２期開発

におきましても、適切な緑地帯の整備を進めていきたいと

考えております。 

瀬口会長 高木を２、３本植えても建物が見えると思います。例え

ば、知多半島の海岸部の工場と市街地の間に緑地帯があり

ますよね。あれはイオンの植栽と同じやり方で、最初は小

さいもの植えていき、それがだんだん大きくなって、手が

かからない森ができるという考え方です。他のところで

は、下を芝生にして中木を植えているところもあります。
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こういった例を参考にしながら、最終的にここではどうい

う姿を市街地と工場の間に作り上げるかというのが示せる

といいですね。皆さんからご意見が出るのは、そのあたり

だと思います。 

イオンのやり方は手がかからないメンテナンスフリーの

植え方です。少しずつ小さいものが大きくなって、淘汰し

ながら森を形成するっていうやり方です。庭園風にする

と、工場がいつも造園屋さんを雇ってメンテナンスをしな

くてはならないので維持費が大変になって、木を切ってし

まうこともあり得るので、その辺りのイメージも皆さんと

共有していただければと思います。 

神谷委員 今回の地区計画と先行地区の地区計画とで、考え方や概

念的な部分で大きく変わったようなところがあったら教え

てください。なければないで構いません。 

各務まちづくり推進課長 先行地区は14.9haということで、15ha未満なので、緑地

の幅が10ｍになっています。今回の２期では面積が26.1ha

ということで、25haを超えていますので、緑地の幅が20ｍ

になっています。開発の面積に応じて、緩衝帯としての緑

地の幅を変更しています。 

神谷委員 緑地帯はこういうルールに従っているということです

ね。25ha以上の開発になると、緑地の幅は先行地区と比較

して広げなくてはならないというルールがあるということ

で、それに従った計画になっているということですね。わ

かりました。 

城内委員 緑地の話が出ましたので、そのテーマでお聞きしたいで

す。そもそも緑地面積というのは、法律上この工業団地の

面積に対して、何％確保しなきゃいけないかというルール

があるのかをお聞きしたいのと、実際何％緑地が確保でき

ているのかを教えていただきたいです。 

あと、農業委員会会長の加藤彰夫委員がご指摘してくだ

さった通り、私も地権者の方から先行地区の木はもう枯れ

ていて、企業の人たちはうまく育てられるのかというお声

をいただいています。土が悪いとおっしゃるのですが、そ

の点はご意見を聞いてちゃんと改良しているのか、対策し

ているのかというところをお聞きしたいです。 

木で工場が見えなくなるくらいに、大きく根を張るとい

うことが大事だと思うし、周辺の人もそれを求めていると

思います。農業のことをよく分かっている方からは、あれ
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では30年経ってやっと大きくなるかなとおっしゃっていま

した。その30年の間はずっと丸見えの状態になることにつ

いてはどう考えてみえるのか、もっと早い段階で景観を保

てるような、また地権者の人たちが望むような、緑地の美

しい姿を作っていかなくてはならないと思うのですが、そ

の点をどのように考えているか教えていただきたいです。 

藤井土地利用計画係長 今回の工業用地で緑地の面積をどれだけ確保しなくては

ならないのかというご質問に対しましては、今回25％以上

という基準を定めています。それに対して、２期開発の緑

地率は27.8％ということで、基準を満足しております。 

髙橋企業立地推進室長 いい土を入れてなるべく枯れないようにして、早くいい

緑地を造成してほしいというお話かと思います。この点に

関しましては、先行開発の状況を踏まえながら、企業庁と

調整し施工いただくようにお願いしていきたいと思いま

す。 

瀬口会長 最初から高木を植えるととても高価になるし、東京の大

きなビルの前に九州から大木を運んできて植えたりしてい

ますよね。とても景観はいいけど、あれはやりすぎだとい

う声もあって、やはりイオンのようにちょっと時間がかか

るけど低木中木から育てると樹木が非常に安定すると言わ

れているんですね。 

だから周辺の人には我慢をしていただくことになるかも

しれませんが、もしそういう方針であれば、地域の方に説

明をしてあげるといいと思います。具体的にイオンの敷地

に行って何年ぐらいたったらこのようになるというのを写

真に撮ってきて説明をしてあげると、より今の質問の答え

が明確になるかなと思います。 

加藤英樹委員 先ほどの緑地の話に関連して、うちの会社では、宮脇教

授という方が考案した宮脇方式という手法を採用しており

、塚を作って低木と高木をその土地のものを植えて、水が

蒸発しないよう藁をひかなくてはなりません。先ほど瀬口

会長がおっしゃいました通り、結構お金がかかります。そ

の代わり10年後には、森みたいになるので、野鳥も住みま

すし、動物もいろいろきて、その地域にあった森が出来上

がりますが、なかなか大変だなと正直思っています。うち

の東浦の工場の奥にもう既に森が出来上がっていますので

、もしよろしければ見に来ていただければと思います。 
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あと一つ、私が質問したいのは、調整池の話です。最近

集中豪雨とか気候変動で雨の降り方が以前と変わってきて

いるように思いますが、そのようなことを考えた上で調整

池の容量を検討しているのかをお聞きしたいです。 

藤井土地利用計画係長 調整池の考え方について基準が設けられておりまして、

約30年に１回程度の確率で降る大雨の規模の容量になって

います。ですので、加藤英樹委員が言われるような、昨今

の気候変動への対応については、現行の基準上、加味され

ていないと考えておりますが、30年に１回程度の確率の雨

への対応になりますので、かなり大きなものにはなってい

ると思います。一方で昨今の気候変動などによる想定外の

雨が降りますので、ハザードマップを見ていただくと分か

りますとおり、所々危険な場所はまだ残っていることをご

理解いただきたいなと思います。 

加藤英樹委員 十分理解していますけれど、本当に2000年の集中豪雨で

低いところは浸かりましたし、いろいろな経験をされてい

るので、ご考慮いただければありがたいと思います。 

瀬口会長 いろいろ質問してしまってすみません。地域によって違

うと思うのですが、30年に１回の雨量というのは、時間雨

量にすると大体どれくらいになりますか。市民の感覚は、

時間雨量が身近だと思うのですが、参考のために分かれば

教えてください。知立建設事務所の方に聞いた方がよいで

すか。 

髙橋委員 トータルの雨量があって、その時間の雨量というより

は、24時間降雨量で確か200何ミリぐらいだと記憶してお

ります。30年に１回の確率ですね。 

瀬口会長 最近河川では想定最大規模（1000年に１回程度）を使う

みたいですが、まだ調整池については、想定最大規模を使

うことはないのですか。 

髙橋委員 瀬口会長のおっしゃる通り、気候変動が世界的に言われ

ておりまして、平均温度が２℃ぐらい上昇するということ

で、降雨量についてもそれを加味したもので計画を立てる

ようになっています。 

現在、県内の河川の基準を見直そうということで、取り

組みを始めております。ですので、道半ばというよりは、

もうやり始めているというふうにご理解いただいた方がよ

ろしいかと思います。ただ調整池まではフィードバックが

できておりませんので、気候変動を踏まえて地区計画に反
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映させるとなるとその分待たなければならなくなるので、

それはまたそのときそのときに、考えていくべきものなの

かなと思っております。 

武藤委員 今回初めて都市計画審議会に参加するので、先行開発の

ことが不勉強で、すでにやっていたら申し訳ない質問なの

ですが、愛知県内の新工業団地では、ZEB化とかカーボン

ニュートラル化を推進しているということで、今回企業を

募集されるときに、太陽光や再エネの設備についてのイン

フラの導入を義務付けているのか、企業任せなのか、逆に

そういうことを推進している企業を入れるのか、何かお考

えがあれば教えてください。 

髙橋企業立地推進室長 まず先行開発に関しては、カーボンニュートラルとかそ

ういったもので加点するというようなことは行っておりま

せんでした。２期開発に関しましては、これから企業募集

をかけていくということなので、今後企業庁とどういった

企業を誘致していくのかについては、検討、調整させてい

ただきたいと思います。 

瀬口会長 この地区計画の中に、そういうことを書き込んだりする

ということは可能ですか。例えば工場作るときに、太陽光

パネルを工場の上屋の屋根に設置することは簡単にできそ

うですが、それを推奨する、努めてください程度の書き込

みができると、環境に配慮した地区計画としての注意喚起

になるかなと思います。 

髙橋企業立地推進室長 地区計画に定めるとなると、将来にわたっての規制にな

るので、時代の変化に対応しにくくなる恐れがあることか

ら、なかなか難しいかなと思います。ただ企業募集に際し

て、募集要綱等でそういった項目を検討することは考えら

れるとは思います。しかし、当然ハードルが上がって誘致

が難しくなるので、企業庁と調整が必要になってくると思

います。 

瀬口会長 努めるくらいの言葉で対応いただけたらありがたいなと

いうご意見かと思います。 

加藤彰夫委員 説明がなかったので道路についてお聞きしますが、既存

の道路がなくなり、庚申塚の信号を動かして、北に新しい

道路４号をつくるという認識で間違いないですか。 

それから道路３号、４号が繋がるところは、田んぼの中

ですよね。また農地をつぶして、道を新たに作るというこ

とになるのでしょうか。 
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藤井土地利用計画係長 お手元の資料集図面番号２号の計画図に記載している通

り、東側に大きな区画を設けるために道路が一部廃道にな

ります。その代替路線として、その北側の道路３号、４号

を工業団地整備の中で整備し、その先の道路は市の道路建

設課で小垣江安城線まで繋げる整備を行う計画です。 

加藤彰夫委員 わかりましたが、また新たに田んぼを潰して道路を作る

ということですね。 

藤井土地利用計画係長 必要な道路用地分の造成は行っていきます。 

加藤彰夫委員 今の県道も田んぼを潰して建設中ですし、この工業団地

自体も元は全部田んぼですよね。そういった形でどんどん

農地を潰していくのではなく、やはり既設のものをうまく

利用できたらと思います。わざわざ交差点の改良までし

て、新たに道をつくるということで、そう決まったのだっ

たらしょうがないですが、もう少し配慮があったらなと私

は思います。 

髙橋企業立地推進室長 ご指摘いただいた件に関してですが、私たちも当然既存

の道路を拡幅するというのが一番基本的な考え方と認識し

ております。ただ、既存道路の周辺に既に家屋等が建って

おりまして拡幅が難しいということと、工業団地開発に伴

って増える交通量に対応するために、新たな道路を建設せ

ざるを得ないということから、今回こういった計画にさせ

ていただいております。 

道路に関しまして、この区域外のところも一部田んぼの

部分があるのではないかというご指摘かと思います。この

点に関しましては、なるべく買収面積を少なくして、田ん

ぼの機能を残すように施工していくことを考えております

ので、周辺農地への影響は最小限度にとどめる配慮をさせ

ていただいているということで、ご理解いただきたいと思

います。 

城内委員 話が戻ってしまうのですが、調整池のことを伺いたいで

す。調整池の機能の一つとして洪水対策がありますが、実

際には雨が降ってすぐあふれてしまって、本当に機能を果

たしているのかという課題があると伺っています。先ほど

30年に１度の雨量に対応した調整池を整備するということ

を確認させていただきましたが、どちらの川に溜まった水

を放流するのかを教えていただきたいです。また、実際河

川の流れの能力に合わせて、しっかり流れるのかを教えて

いただきたいです。 
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あと話が変わるのですが、調整池の管理責任者は誰なの

かを教えていただきたいです。先ほど緑地についても管理

責任者は誰かを伺いたかったのですが、企業が買い取って

管理してもらうということで、行政は関与しないと理解し

ました。この調整池については誰が管理していくのか、修

繕とかが必要になってくると思いますし、災害時の責任者

というのもちゃんと決めておかなくてはいけないと思いま

すので、先行開発区域も、この点はどうなっているかを併

せて教えていただきたいと思います。 

髙橋企業立地推進室長 まず一点目のどちらの河川に放流するのかという件でご

ざいます。当該地区は２つの流域に跨っております。その

ため、調整池１号と調整池３号は折戸川に、調整池２号は

八角川に放流する計画となっております。 

二点目の設計の考え方についてですが、折戸川、八角川

のそれぞれの流域における断面の一番狭いところに、先ほ

どお話ありました、30年に１度の大雨が降った場合に耐え

られるかシミュレーションを行い、問題ない容積にて設計

をしております。 

最後の管理者が誰かということでございますが、調整池

１号、２号、３号の全てについて、市の方で管理します。

なお先行開発区域についても３つの調整池がございます。

こちらも折戸川、八角川に放流するもので、市で管理を行

っています。 

瀬口会長 基本的には、調整池というのは水を流すためじゃなく

て、外に流さない、この敷地に降った雨をできるだけ河川

に負担を与えないように、一時的に貯めておくものなの

で、洪水に対しては役に立つものですね。 

城内委員 貯める機能があるとおっしゃいましたが、貯める機能だ

けですか。私が勉強不足でいけないのですが、調整池とい

うのは工業用の排水や環境汚染になりうるものも貯める場

所になるのでしょうか。 

髙橋企業立地推進室長 調整池に関しましては、雨水を貯める場所と工場からの

排水を貯める場所になります。また、工場排水の水質につ

いては、基準値になるように各企業の方で処理していただ

いて、放流可能なものを流していただくということになっ

ております。 

城内委員 そのチェック機能というのは、どこが担当されるのか教

えていただきたいです。 
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髙橋企業立地推進室長 各企業と市の方で環境協定を結び、年に一回くらいの頻

度でサンプリング調査して報告いただくことになっており

ます。 

瀬口会長 公害についてはずいぶん長い歴史が日本にはありまし

て、公害防止条例ができて、工場の排水等について基準が

非常に厳しくなっております。きちんと管理していけば、

法律上の基準は守られますが、守られないと困るので罰則

もありますね。 

 

議長が質疑の終結を宣言した後、採決を行い、全会一致で原案通り可決された。 

 

  （2）議案第2号 西三河都市計画生産緑地地区の変更（刈谷市決定） 

議長（瀬口会長）が議案についての説明を求める。事務局（まちづくり推進課）

が提出した資料に基づき、まちづくり推進課長より説明、以下のとおり質疑が行わ

れた。 

城内委員 まずそもそも生産緑地制度ができてから、今回の都市計

画変更を含めるとどれぐらい生産緑地が減っているのかを

教えていただきたいです。この制度ができた当初はどれぐ

らいの面積があったかを教えていただきたいと思います。 

各務まちづくり推進課長 当初は平成４年12月４日付けで、面積約68.9haを都市計

画決定しております。議案書にある都市計画変更後の面積

が約29.2haですので、今までに約39.7ha減っているという

ことになります。 

城内委員 都市空間の中で、緑地が減っていくことに私は強い危惧

を感じていて、散歩をする際、街中に緑があるということ

にほっとしますし、犬の散歩もしやすいです。また特に昨

今の気候変動で温度上昇が激しいので、地面の温度を下げ

る効果が緑にはあると思います。でも担い手不足だった

り、管理を続けるのが難しいということで、今後減ってい

くということは十分見込まれる中で、市として何か独自の

制度を作ったりして、対策していくべきではないかと思う

のですが、その点どのように考えているかをお聞かせくだ

さい。 

各務まちづくり推進課長 城内委員が言われますように、緑は緑地機能や延焼防止

等にもなりますので、非常に貴重なものだと思っておりま

す。市でできる対策というのはわずかではありますが、先
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ほど説明させていただいたとおり、ある方が買取り申出を

したことによって、他の生産緑地だけでは500㎡を切って

生産緑地の要件を満たさなくなってしまうので、一団の農

地等を組み直して、生産緑地を続けていただけるように緑

地保全に努めております。 

城内委員 例えば名古屋市では、生産緑地に指定するのは500㎡以

上というところを、市の独自の条例で300㎡以上にして、

小さくても生産緑地として指定を受けることで、緑の確保

を進めていくようにしています。特に都市はこういった独

自の条例で、生産緑地を確保する努力をしているのです

が、刈谷市はこういった独自条例が見られないものですか

ら、そういったことを進めていく考えはないかということ

を聞かせていただきたいです。 

各務まちづくり推進課長 刈谷市は今でも住宅地としての需要が高いということも

ありますので、今のところ予定していません。 

城内委員 あともう一つ、平成30年に都市農地の貸借の円滑化に関

する法律ができて、法律上だと、生産緑地も市民農園とし

て地権者の人が貸し出すことができるようになりました

が、刈谷市はこの取り組みをしていますか。この取り組み

をしてはどうかと思います。メリットとして、市民農園の

開設者は、地権者からスムーズに農地を借りることができ

るし、地権者は、相続税の納税猶予を受けたまま農地を貸

すことができる制度なので、緑地を守るような法律がある

のだから、刈谷市も導入していただいて、生産緑地の確保

というところに努めていただきたいなと思うのですけど、

考えをお聞かせください。 

今、有機農業の人気が出てきていますし、物価高騰で野

菜作りに関心持っている若者とか子育て世帯がいるので、

その方たちが生産緑地を活用していけるような法律だと思

うので、こういったことも考えてはどうかと思います。 

藤井土地利用計画係長 市民農園の話につきましては、今後こういった取り組み

に関して、城内委員の言われた内容を、担当課とも情報共

有しながら検討を進めさせていただけたらと思います。 

瀬口会長 刈谷市の緑地面積は市域の何％ぐらいですか。名古屋市

に比べて圧倒的に多いと思いますけど、３割以上あります

か。担当課が違うからわからないかもしれませんが、この

都市計画図を見ても、周辺の河川だとか、農地だとか、樹



12 

 

林地とかも入れていくと、３割は超えるのではないですか

ね。名古屋市は30年ぐらい前に３割を目標としていました

けど、もう守山区は開発されましたし、南陽町の方も開発

が進んでいて、緑地がほとんどないので緑化地区制度を導

入してるんですね。だから、まだ刈谷市はそこまで市街化

が進んでないのではないかなと思います。 

藤井土地利用計画係長 緑被率については、市の緑の基本計画で整理しており、

市域全体で約34.6％、市街化区域は約9.8％となっていま

す。 

瀬口会長 大都市は３割目標をずいぶん前に掲げて、ほとんどが実

現できていないので、刈谷市の場合は、中規模の都市であ

りますが、緑被率は非常に安定した割合を維持してるとい

うのが現状ですね。 

生産緑地については毎年平均約２haぐらい減っているの

で、それは今後の課題かと思いますが、所有者の問題もあ

りますし、買収しない限り、強制的にはできませんので、

市民農園などで使ってもらえるといいですよね。 

 

議長が質疑の終結を宣言した後、採決を行い、全会一致で原案通り可決された。 

 

 

  その他 

事務局より、今年度の都市計画審議会は今回で最後となる旨を伝え、令和7年度第1回

刈谷市都市計画審議会を閉会した。 

 


